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はじめに

今回は、企業内などの事務システム

を作成する際などに利用できる、「人間」

に関する基本的なクラスを作成するこ

とにします。もちろん、このクラスは、

独立したライブラリとして作成します。

その上で、この基本クラスを利用した

データ処理の実際をみてみましょう。

幸い、前回ADO.NETの簡単な利用

法を紹介しましたので、今回はクラス

の内容を実際にデータベースに格納し

て、処理を行なうことにします。

企業内のデータ処理システムを作成

すると、社員、役員、個人の顧客、取

引先の担当者など、「人間」に関するデ

ータがいろいろと出てきます。また、

学校に関するシステムなら、学生、教

員、事務員などが考えられます。

これらの「人間」に関するデータに

は、名前、ふりがな、住所など、必ず

必要な属性があります。この基本的な

属性をもつ基本クラス（仮に「Human」

という名前にしましょう）を作成して

おけば、社員や個人の顧客などは、こ

の基本クラスを継承することによって

簡単に作成することができます。

「Human」
クラスの内容

「Human」クラスには、どのような

属性が必要でしょうか。ざっと並べて

みましょう。
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前回までに、クラス中心のプログラミングの基礎的な部分は、一通りお話ししま

した。今後は初心者向けとは言えない領域に立ち入ることになると思います。そ

の前に、今回から数回にわたり、基礎的部分のまとめとして、実際のクラス構築

に必要な手法（基本クラスの活用、クラスのデバッグ、コーディングを楽にする

方法など）をまとめておくことにしましょう。
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こんなところでしょうか。それぞれ

について、少し検討してみましょう。

'名前

名前に関しては、どうしてもお話し

しておきたいことがあります。ひとつ

は、姓と名の表記の方法です。通常

「西田　雅昭」のように、姓と名の間に

スペースをひとつ入れて読みやすくす

ると思います。しかし、このスペース

がクセモノなのです。姓名を一度に入

力すると、このスペースの数が違った

り、半角と全角が混在したりします。

そこで、姓と名を2つに分けて入力する

ことにしましょう。ただし、検索のル

ーチンを簡単にするためにフルネーム

の名前を作成し、データベースにも

「名前」で格納するほうがよいでしょう。

もうひとつは、カタカナで表記され

る、日本人以外の名前です。この問題

は、具体的には文字数が多くなる、と

いう形で現われます。

「ふりがな」は、その性質上、入力

文字数が多くなりますから、これを利

用することにします。同様に「ローマ

字」に欧文の名前を格納することにし

ます。そのためには、カタカナ表記の

名前であることを指定するプロパティ

も必要となります（これはコーディン

グの際に、具体的に説明します）。

'住所

「住所1」と「住所2」の2つに分け

ているのは、複数の住所を登録できる

ようにするためではありません。タッ

クシールなどの印刷の際に、住所が長

すぎて2行になる場合があります。この

ようなとき、入力の際に人が読みやす

いところで2つに分けるためなのです。

住所の長さは、人によってかなり異な

るものになります。このクラスのイン

スタンスを作成する際に、長さを指定

できるようにするのがよいでしょう。

'年齢

たとえば“45”など年齢そのものの

データを登録しても意味がありません。

入力するのは生年月日にして、印刷や

表示の際に計算するべきでしょう。

'各プロパティの長さ

データベースでは、入力時に各フィ

ールドについて、長さなどの正当性の

チェックが必要です。従来のプログラ

ミングでは、入力したデータのチェッ

クは、ユーザーインターフェイス（フ

ォームなど）の部分で行なってきまし

た。しかし、データに関する制限は、

データの処理の一部と言ってもよいと

思います。そこで、この部分は「プレゼ

ンテーション層」から分離させ、「Hu

man」クラスに移さなければなりませ

ん。

クラスを作成する
～サンプルHuman

Visual Studio .NET（以下VS.NET）

を起動して、「スタートページ」で［新

しいプロジェクト］ボタンをクリック

します。「プロジェクトの種類」ツリー

ビューで「Visual Basicのプロジェクト」

を、「テンプレート」リストボックスで

「クラスライブラリ」を選択します。「プ

ロジェクト名」テキストボックスに「Hu

man」と入力し、「場所」は適当なフォ

ルダを指定してください。［OK］ボタン

をクリックすると、VS.NETのIDE（Inte

grated Development Environment＝統

合開発環境）が開きます。

ソリューションエクスプローラで、

「Class1.vb」を右クリックすると開くシ

ョートカットウィンドウで［名前の変更］

を選択して、クラス名を「clsHuman.vb」

に変更してください（図1）。

クラス名にリーディングタグを付け

るのは冗長では、と感じる方もいる

と思いますが、VS.NETではほとん

どのファイルの拡張子が「.vb」にな

っているので、ファイルの性質が一

目でわかって便利なのです。
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図1：ソリューションエクスプロ
ーラからクラス名を変更




